
 

 困った 

 ときは！ 

 近年、悪質商法や振り込め詐欺、商品事故、食品偽装など、さまざまな消費者問題が発生していま

す。消費生活センターは、それらの不安や苦情、被害などについて相談に応じ、内容に応じて問題解

決のための助言や情報提供、あっせんなどを行います。 

 商品・サービスに関する苦情や業者とのトラブル、多重債務など消費生活に関して困ったときに

は、すぐに消費生活センターまでご相談ください。 

 消費生活センターは、地方公共団体が運営する「消費者のための相談業務

を行う機関」です。悪質商法による被害や商品事故の苦情など、消費生活に

関する相談に応じるほか、生活の安定と向上を図るための各種業務を行って

います。 

 平成29年度から、西都児湯７市町村が共同で「西都児湯消費生活相談セン

ター」を設置し、地域にお住まいの方の相談に対応しています。 

市町村別相談件数 

開設日：月～金 

（※土日祝日、12月29日～１月３日は除く） 
 

巡回相談日：月１回各市町村へ相談員が出向き、相談に応じます。 

〈毎月〉第３水曜日…西都市 第４木曜日…木城町 第１火曜日…新富町 

    第１金曜日…都農町 第３火曜日…川南町 第３金曜日…西米良村 

（※相談日が祝日の場合は、翌週の同じ曜日に変更になります。） 
 

巡回相談受付時間：午前10時～正午／午後１時～午後３時 

（※正午～午後１時を除く） 
 

所在地：高鍋町役場 町民生活課となり 電話：0983-23-2110 

西都児湯消費生活相談センター 
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▲シンポジウムにあわせ、町美術館にて展

覧会を開催。普段は図書館や資料館に保

管している資料が一堂に展示された。 

▲当時の看板は、資料館で見ることがで

きる。「明倫」とは、「人の道を明らかにす

る」という孟子の教えからきている。 

竹川 克幸 氏（日本経済大学教授） 

◆基調講演 

「高鍋藩藩校明倫堂の実学と文教・学風」～千手八太郎の存寄・経世済民の士魂～ 

◆パネルディスカッション 

テーマ「人を育てる城下町」 高鍋 ～未来に活かす 明倫の教え～ 

 基調講演で竹川氏は、「地元が生んだ先哲をどう現代によみがえらせるの

か。それが明倫堂が今の高鍋に訴えかけている教えである。“文教”とは、

文を学び、平和を尊び、人を教え導くこと。未来へ人間が残せる最大の財産

を大切にしてきたまちが高鍋である。」と話されました。 

 パネルディスカッションでコーディネーターを務めた和田氏は、「今、ど

この地域も人口減少で本当に大変な問題に直面している。ぜひ高鍋は、徹底

して今まで以上に教育と歴史を大切にする町を目指してほしい。」と話され

ました。 

（左から）和田雅実氏（宮崎日日新聞社

常務取締役 業務局長）、竹川克幸氏、下

川洋一氏（明倫堂文庫を学ぶ会会長）、

末岡照啓氏（住友史料館副館長）、笹山

竹義氏（元県教育長・元高鍋高校長） 

▲今年度初の取り組みである町職員に

よる「子ども明倫塾」は月１回、来年３

月まで実施。座学やフィールドワークを

通して高鍋町の歴史を学ぶ。 

こころざし 

契約当事者年代別件数 販売・購入形態割合 

年代 件数 

20歳未満 ０ 

20代 ４ 

30代 24 

40代 17 

50代 32 

60代 68 

70代 29 

80歳以上 32 

無回答 12 

計 218 

自治体 件数 

西都市 32 

高鍋町 79 

新富町 30 

川南町 30 

都農町 17 

木城町 17 

西米良村 6 

その他･不明 7 

計 218 

◆平成29年度西都児湯消費生活相談センター実績 

 ◆お問い合わせ：社会教育課 文化係 ☎0983-23-3326
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 10月28日、コンフォール健康センター（高鍋町健康づくりセンター）で、第12回高鍋町子育て応援

フェスティバルが開催されました。このイベントは、子育てを地域全体で支えあう機運を高め、行

政・企業・ＮＰＯ法人などが行う子育て支援事業をわかりやすく家庭に伝えることを目的に、平成18

年度より毎年開催しています。（昨年度は台風の影響により中止。） 

 当日は約1,500人の来場者が訪れ、赤ちゃんハイハイ競争や手作りひろばでの小物づくりなどそれぞ

れ大いににぎわっていました。 

10月１日は「町民の日」

 10月１日は、昭和13年に旧高鍋町と上江村が合併して本町の発展の礎が築かれた日であり、町で

はこれを記念し「町民の日」として定めています。 

 毎年この「町民の日」には、記念式典および社会福祉大会を挙行し、町行政や産業経済、教育、

福祉部門などの功労者に対する表彰を行っています。 

 今年度の式典は、台風24号の影響により中止となりましたが、12人と１団体に対して表彰を行い

ました。 

 町民の皆さまには、更なる町の発展に変わらぬご理解、ご協力をお願いいたします。 

12名と１団体が受賞 子育て応援フェスティバル 子育て応援フェスティバル 毎回大盛況！ 

－ 大好きなたかなべの風景 － 
 10月29日、「第７回高鍋町景観絵画コンクール・景観写真コンテスト」の表彰式が役場で行われ

ました。それぞれの個性が詰まった作品は、どれも見入ってしまうものばかりでした。 

 【金 賞】西原
にしはら

 慶人
け い と

さん（東小学校１年） 

 【銀 賞】永友
ながとも

 珠里
し ゅ り

さん（東小学校６年） 

 【銅 賞】都原
と は ら

 心優
み ゆ

さん（東中学校３年）

花倉
はなくら

 叶和
か な と

さん（西小学校５年）

 【金 賞】本部
ほ ん ぶ

 七海
な な み

さん（西中学校１年）

 【銀 賞】岩岡
いわおか

 優虎
ま さ と

くん（東小学校２年）

 【銅 賞】竹森
たけもり

 翔大
しょうた

くん（西小学校６年）

岩岡
いわおか

 蒼空
そ ら

さん（東小学校４年）

 【特別賞】伊東
い と う

 嵩公
たかひろ

くん 

（るぴなす支援学校小学部６年） 

◆金賞受賞作品 

受賞者の皆さん 

絵画部門 

写真部門 

 ９月より、高鍋町の地域防災マネージャーとして就任しました織田と申します。防災に関する業

務をしております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ここでは、防災に関する豆知識やちょっとした小話をご紹介していきます。 

「正常性バイアス」について 

 「正常性バイアス」とは、何らかの被害が予想される状況でも、「今回は

大丈夫。」などと過小評価してしまう特性のことをいいます。 

 東日本大震災では、この正常性バイアスにより「警報が出ているのを知り

ながらも避難をしない」人たちがいたことが指摘されています。 

 先日高鍋町内に大きな被害をもたらした台風24号による避難者数は、避

難対象者の約１パーセントでしかありません。 

 「正常性バイアス」に陥らないよう、防災意識を高める必要があります。 

地域防災マネージャーコラム 

あそびのひろば 

食育コーナー 

手作りひろば 

赤ちゃんハイハイ競争 

今回のテーマ

◆一般受賞者【町行政部門】 ◆福祉関係受賞者

◎絵画部門

◎写真部門

五味 守吉さん  大泉 秀雄さん 

木俵 秀明さん  児玉  彪さん 

井﨑  剛さん  小田 善文さん 

倉掛 弘幸さん 

淵之上律子さん   森 恒子 さん 

西中学校吹奏楽部  中武 成信さん 

山下 義弘さん   岩切サエ子さん 
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投資・出資・貸付金

町税 18.0%
21億2,654万6千円

寄附金 21.8%
25億7,134万7千円

繰入金 8.0%
9億4,721万4千円

繰越金 2.8% 3億3,538万2千円

使用料・手数料・分担金等 3.8% 4億3,920万円

その他 4.4%
5億2,147万2千円

町債 5.8%
6億7,906万7千円

県支出金 7.4%
8億7,549万4千円

国庫支出金 10.3%
12億1,398万1千円

地方交付税 17.7%
20億8,129万7千円

歳入

平成29年度に納められた皆さんの税金や国県から交付されたお金が、どの

ような形で使われたのか、町の決算状況をお知らせいたします。

歳出

歳出額 111億4,675万9千円

平成29年度

決算報告

（注）端数処理により、上の表およびグラフの合計が一致しない場合があります。

歳入額 117億9,100万円

性質別歳出の内訳
決算額

 義務的経費 37.2% 人件費 12億7,817万4千円 11.5 ％

 41億4,880万3千円 扶助費 21億8,272万2千円 19.6 ％

公債費 6億8,790万7千円 6.2 ％

 投資的経費 9.1% 普通建設事業費 10億1,504万9千円 9.1 ％

 10億1,907万7千円 災害復旧事業費 402万8千円 0.0 ％

物件費 25億1,247万1千円 22.5 ％

維持補修費 8,411万1千円 0.8 ％

 その他の経費 53.6% 補助費等 9億8,965万4千円 8.9 ％

 59億7,887万9千円 積立金 7億8,587万9千円 7.1 ％

4,665万8千円 0.4 ％

繰出金 15億6,010万6千円 14.0 ％

比成構分　　区

平成29年度の一般会計決算は、歳入総額

117億9,100万円、歳出総額111億4,675万9千

円となり、前年度と比べて歳入が28億9,362万

4千円、32.5％、歳出が25億8,476万4千円、

30.2％とそれぞれ増加しました。

また、歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越

すべき財源を除いた実質収支額は、5億768

万8千円の黒字となりました。

自主財源
54.4%
64億

1,968万
9千円

依存財源
45.6%
53億

7,131万
1千円

　目的別歳出では、ふるさと納税返礼品経費の増加や工業用地

造成事業特別会計への繰出金などにより総務費の割合が急増し

ました。次に子育て、高齢者、介護・医療など福祉や社会保障経

費の伸びで民生費が大きな割合を占めています。

地方自治体の経費を性質別に分類したもので、必ず支出し

なければならない義務的経費（人件費、扶助費及び公債費）

が全体の約４割近くを占めています。

物件費がふるさと納税推進事業により伸びたため、義務的

経費の構成比は減りましたが、扶助費など社会保障経費は

依然として増え続けており、決算額は増加しています。

総務費 34.5%
38億4,525万3千円

民生費 29.7%
33億605万6千円

衛生費 6.2%
6億9,430万円

土木費 7.5%
8億3,528万8千円

教育費 6.1%
6億7,849万6千円

公債費 6.2%
6億

8,790万

7千円

議会費 0.9%
9,721万円

災害復旧費 0.0%
391万9千円

農林水産業費
4.4%
4億9,293万
3千円

消防費 3.8%
4億2,330万6千円

商工費 0.7%
8,209万1千円

平成29年度決算に基づき算定し

た健全化判断比率における４つの

指標と公営企業における資金不足

比率は、全項目で基準値を下回る

結果であり、健全な財政運営の水

準を維持しています。

しかしながら、地方債を財源とす

る投資的事業の増加により、将来

負担となる地方債残高が増えた一

方で、不測の財政出動が必要とな

る際にセーフティネットとして活用

できる基金残高が減ったことから、

実質公債費比率と将来負担比率

は前年度比で上昇する結果となり

ました。

一般会計の基金残高

14.1 15.7 
10.3 11.4 9.6 9.9 

2.4 2.4 2.4 

29.3 30.9 29.9 

0.6 0.6 0.6 0.9 2.6 
6.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

H27 H28 H29
財政調整基金 減債基金
公共施設等整備基金 ふるさとづくり基金
その他の基金 基金残高

（単位：億円）

(単位：億円）
H27 H28 H29 増減

財政調整基金 14.1 15.7 10.3 ▲ 5.4
減債基金 0.6 0.6 0.6 0.0
公共施設等整備基金 11.4 9.6 9.9 0.3

ふるさとづくり基金 0.9 2.6 6.7 4.1
その他の基金 2.4 2.4 2.4 0.0
基金残高 29.3 30.9 29.9 ▲ 1.0

水道事業会計の決算状況
(単位：千円）

平成29年度 増減
収益 471,758 30,375
費用 399,700 0
純利益 72,058 30,375
収入 65,000 ▲ 15,000
支出 271,944 ▲ 66,286
差引 ▲ 206,944 51,286

収益的収支

資本的収支

区分

※資本的収入が支出に対して不足する額は、損益勘定
留保資金等で補填しました。

一般会計の地方債残高
平成29年度末 増減

73億1,868万2千円 4,983万3千円

財政健全化法に基づく財政指標の判定

健全化判断比率

%0.02%0.51率比字赤質実

%0.03%0.02率比字赤質実結連

%0.53%0.52率比費債公質実

%0.053率比担負来将

公営企業の資金不足比率
公営企業会計名

水道事業会計
下水道事業特別会計
工業用地造成事業特別会計 ―

20% 公営企業会計における資金不足と料金収入の規模を比較し、経営状
況を表す比率。資金不足がないため数値は―で表示しています。

指標 健全化判断比率 早期健全
化基準

財政再生
基準 指標の説明H29 増減

― ― 一般会計等の実質収支額が赤字の場合の標
準財政規模に対する割合を表す比率

― ― 特別会計・企業会計を含めた全会計における
赤字額の標準財政規模に対する割合を表す

9.6% 0.2% 年間収入における借入金の返済額の標準財
政規模に対する割合を表す比率

25.4% 13.9% 将来負担すべき借金などの負債残高の標準財
政規模に対する割合を表す比率

―
―

指標の説明資金不足
比率

経営健全
化基準

財政調整基金は、緊急の財政出動や年度間の財源調整などに使わ

れますが、工業用地造成事業特別会計を新設する財源に活用され、

減額となりました。

ふるさとづくり基金は、ふるさと納税の寄附額から返礼品などの経費

を差し引いた残りを積み立てするもので、寄附額の伸びにより増加して

います。

年度 歳入 歳出 歳入歳出
差引

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

H29 11,791,000 11,146,759 644,241 136,553 507,688
増減 2,893,624 2,584,764 308,860 116,886 191,974
H29 7,637,667 7,112,853 524,814 64,762 460,052
増減 1,406,307 1,367,187 39,120 64,762 ▲ 25,642
H29 3,366,501 3,099,664 266,837 0 266,837
増減 ▲ 52,965 ▲ 18,496 ▲ 34,469 0 ▲ 34,469
H29 499,557 499,541 16 0 16
増減 23,456 23,469 ▲ 13 0 ▲ 13
H29 590,478 581,171 9,307 0 9,307
増減 136,055 137,830 ▲ 1,775 0 ▲ 1,775
H29 10,610 9,419 1,191 0 1,191
増減 112 ▲ 195 307 0 307
H29 1,980,096 1,801,836 178,260 0 178,260
増減 133,987 126,489 7,498 0 7,498
H29 23,561 20,593 2,968 0 2,968
増減 ▲ 868 ▲ 2,290 1,422 0 1,422
H29 148 136 12 0 12
増減 ▲ 186 ▲ 113 ▲ 73 0 ▲ 73
H29 1,166,716 1,100,493 66,223 64,762 1,461
増減 1,166,716 1,100,493 66,223 64,762 1,461
H29 19,428,667 18,259,612 1,169,055 201,315 967,740
増減 4,299,931 3,951,951 347,980 181,648 166,332

会計区分

一般会計

一般会計・特別会計
合　　計

特別会計

　国民健康保険

　工業用地造成事業

　一ツ瀬川雑用水
　管理事業

　介護保険

　介護認定審査会

　下水道事業

　後期高齢者医療

　西都児湯固定資産
　評価審査委員会

一般会計・特別会計の決算状況 (単位：千円）

宮崎キヤノン進出により平成29年度から新た

に工業用地造成事業特別会計が設置され、

南九州大学高鍋キャンパスの解体、工業用造

成地の整備を実施しています。

地方債残高は、一般家庭のローン返済残高

に相当するもので、約73億円の借金返済が

残っています。
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